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研究成果の概要（和文）：本研究では，言語の様々な側面において「同じであること」を禁止する必異原理をテーマと
して，未だに解明されていない発話（広くは産出）に対する影響を実際の言語使用データを使って新たに調べた。その
ことにより，必異原理がどのような役割を持つかということに加えて，その違反が実際の言語表現でどのように回避さ
れるかということを明らかにすることを目的として計画を実施した。複数の言語現象を対象とした検証により（「借用
語の有声促音無声化」「連濁」「二重対格文」），必異原理が持つ共通の性質とその違反の回避方略が明らかとなった
。

研究成果の概要（英文）：This study focuses the nature of Obligatory Contour Principle (OCP), which bans 
similarity on various linguistic levels, in spontaneous speech. In particular, the study explores 
hitherto unknown effects of OCP on production using a speech corpus of Japanese. The goal of this study 
is to uncover 1) (potential) roles of OCP on linguistic patterns, and 2) patterns in the avoidance of OCP 
violations in spontaneous speech. By examining variations in geminate devoicing in Japanese loanwords, 
rendaku, and sentences with multiple accusative nouns, the study uncovered properties of OCP and patterns 
in repair strategies commonly observed in distinct linguistic phenomena.

研究分野： 音韻論，社会言語学，コーパス言語学

キーワード： OCP　ライマンの法則　geminate devoicing　連濁　二重対格文　日本語話し言葉コーパス　repair str
ategy　variation

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究では，「必異原理」をテーマとして，
その効果と複数の一致現象(違反)が起こった
場合の相互作用を実際の言語使用データを 
使って新たに調べた。必異原理とは，言語表
現において同一または類似の要素が連続し 
て現われることを禁止する制約である。 
 必異原理の影響はこれまで様々な言語に
おいて調査され，その影響が広く確認されて
きている。しかしながら，これらは母語話者
の直感に基づくものや，実験音声学的手法に
よるものがほとんどであり，統制された実験
環境を超えた未知の特徴を探索的・網羅的
に調べることはできず，また聴き取りではな
く，実際の発話における必異原理の特徴につ
いては分かっていない。 
 そこで，必異原理の理解のためには，コー
パスを用いて実際の発話データを探索的・
網羅的に調べることで，必異原理の効果とそ
の違反の回避の仕方，そのパターンに影響を
与える要因を明らかにする必要があった。  
 
２．研究の目的 
 本研究ではコーパスを使って大量の発話
データを調べることで，必異原理の特徴とそ
の違反の回避方略を詳細に調べた。具体的な
目標は以下の通りである。 
 
(1)これまでに明らかとなっている必異原理
の聴き取りに対する影響が発話に対しても
同様に観察されるのか，あるいはされない
のかを明らかにする。 

(2)必異原理の効果を促進，あるいは抑制す
るような文脈的要因を明らかにする。想定
される要因は，①同一，または類似の要素
同士の近さ，②同一,または類似の要素の数,
③同一，または類似の要素の周囲の環境（例，
母音・子音の種類，品詞，単語の切れ目）な
どである。 

(3)必異原理の効果は，対象となる言語表現
を全て禁止するのか（1 例も現れない），あ
るいは抑制はするが全てを禁止するわけで
はないのか（少しは現われる）を明らかに
する。 

(4)必異原理の効果は，その違反となる例を
現れないようにするだけなのか，あるいは
代替表現への変更を促すのか（阻止機能・
修復機能）を明らかにする。 

(5)もし(4)で，修復を促す効果が観察された
場合，具体的にどのような修復手段がある
のか，どの場合に修復が適用されるのか，そ
のパターンを明らかにする。 

 
３．研究の方法 
本研究では，コーパスを使い自然な発話デー
タに基づき，発話における必異原理の特徴と
その違反の回避方略を以下(1)〜(5)の調査
項目に従って探索的に調べた。調査の対象と
する言語現象は，日本語の「借用語の有声促
音無声化」，「連濁」，「二重対格文」である。

それぞれについて調査項目に従って分析を
行った。まず，各現象のデータを文字列・形
態論情報と正規表現を用いてコーパスから
収集した。次に,各調査項目に合わせて環境
ごとに分類し，分布のパターンを数量的に明
らかにした。  
 
(1)聴き取りの特徴/発話の特徴  
聴き取りで確認された必異原理の影響(例,
違反のあるサンプルはおかしいと感じられ
る傾向がある。この傾向は濁音同士の近さ
には関係ないなど)を発話でも調べた。この
ことによって必異原理の影響に関する聴き
取りと発話の対称性・非対称性を明らかに
した。  

(2)近さ，数，周囲の環境 
必異原理の効果を促進，あるいは抑制する
ような文脈的要因を明らかにした。要因ご
とにデータを分類し，環境ごとに必異原理
の禁止・抑制力がどう変わるかを見る(効
果が弱ければ有声促音が多くなる)。例え
ば，①近さ:隣接/非隣接(ドッグ/ドラッグ，
②数:2 対 4 (サラブレッド/バグダッド)な
どを環境の違いとして調べた。このことに
より，新たな要因を探索的に見付けること
ができる。  

(3)禁止・抑制 
必異原理の効果は，対象となる言語表現を
全て禁止するのか，あるいは抑制はするが
全てを禁止するわけではないのかについて
調べた。前者であれば,例も観察されず，後
者であれば数は減るが少しは観察されるこ
とになる。このことで必異原理の影響の仕
方が分かる。  

(4)阻止機能・修復機能 
必異原理の効果は，その違反となる例を現
れないようにするだけなのか，あるいは代
替表現への変更を促すのかを調べた（例え
ば,有声促音の無声促音への変更が実際に
あるかなど）。  

(5)違反回避方略のパターン 
具体的にどのような修復手段があるのか，
どの場合に修復が適用されるのか，そのパ
ターンを調べた。修復された例を吟味する
ことでこれを明らかにした。  

 
４．研究成果 
平成 25 年度は，「借用語の有声促音無声化」
（例，ドッグ => ドック）を対象として研究
計画を実施した。具体的には，本現象が特定
の環境で無声化することに注目し，これに必
異原理が影響を与えていると仮定し，上掲の
調査項目に従って，その影響を詳細に調べた。 
 「日本語話し言葉コーパス」を用い，収録
されている自然発話データの中から，研究対
象となる借用語を抽出し，それが有声促音の
まま発話されているか，あるいは無声促音と
して発話されているかを調べ，更にその際の
条件を数量的に明らかにした。 
 結果として，必異原理は，①聴き取りと同



様，発話にも影響を与えており，聴き取りと
発話の対称性が確認された，②抑止力となる
要素との距離が近いほど（図 1），抑止力とな
る要素の数が多いほど（図 2）影響力が強く
なることが確認された，③禁止する場合もあ
れば（強い効果），抑制する場合もある（弱
い効果）ことが確認された，④阻止機能，修
復機能ともに持っていることが確認された，
⑤様々な違反回避・修復を引き起こすが，そ
のパターンが確認された。 

 

 
 
図 1（左から右へと距離が近いほど無声化を
引き起こす） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2（左から右へと数が多いほど無声化を引
き起こす） 
 
平成 26 年度は，「連濁」（ほし+そら => ほし
ぞら）を対象として研究計画を実施した。具
体的には，本現象が無声阻害音を特定の環境
で有声化することに注目し，これに必異原理
が影響を与えていると仮定し，上掲の調査項
目に従って，その影響を詳細に調べた。 
 「日本語話し言葉コーパス」を用い，収録
されている自然発話データの中から，研究対
象となる複合語を抽出し，無声阻害音が無声
音のまま発話されているか，あるいは有声音
として発話されているかを調べ，更にその際
の条件を数量的に明らかにした。 
 結果として，前年度調査を行った「借用語
の有声促音無声化」と同様，必異原理は，①
聴き取りと同様，発話にも影響を与えており，
聴き取りと発話の対称性が確認された，②抑
止力となる要素との距離が近いほど，抑止力
となる要素の数が多いほど影響力が強くな
ることが確認された，③禁止する場合もあれ
ば（強い効果），抑制する場合もある（弱い

効果）ことが確認された，④阻止機能，修復
機能ともに持っていることが確認された，⑤
様々な違反回避・修復を引き起こすが，その
パターンが確認された。 
 
平成 27 年度は，「二重対格文」を対象として
研究計画を実施した。具体的には，単文中に
複数の対格名詞句が共起することはなく，一
方が与格などへと変更されることに注目し，
これに必異原理が影響を与えていると仮定
し，上掲の調査項目に従って，その影響を詳
細に調べた。「日本語話し言葉コーパス」を
用い，収録されている自然発話データの中か
ら，研究対象となる例文を抽出し，各名詞句
の格標示を調べ，更にその際の条件を数量的
に明らかにした。 
 結果として，「借用語の有声促音化」「連濁」
「二重対格文」のいずれにおいても，必異原
理は，①聴き取りと同様，発話にも影響を与
えており，聴き取りと発話の対称性が確認さ
れた，②抑止力となる要素との距離が近いほ
ど，抑止力となる要素の数が多いほど影響力
が強くなることが確認された，③禁止する場
合もあれば（強い効果），抑制する場合もあ
る（弱い効果）ことが確認された，④阻止機
能，修復機能ともに持っていることが確認さ
れた，⑤様々な違反回避・修復を引き起こす
が，そのパターンが確認された。 
 
 以上のように，実際の発話において，異な
る言語現象に必異原理の性質①〜⑤が共通
に観察された。したがって，これらが必異原
理の基本的な性質であると考えられる。 
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